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項目 特性（活用すべき視点） 問題点（改善すべき視点） 

駅
利
用
・
立
地 

【駅利用】 
➤上諏訪駅は、長野県第３位の主要観光地の駅として「県内
外の来訪者」や、定期利用率が高いことから「高校生等の
通学・通勤者」利用が想定 

【立地】 
➤区域周辺は、「住宅」をメインに、徒歩圏内に「諏訪湖（湖
畔公園、諏訪湖サイクリングロード）」や「上諏訪温泉」を
はじめとする「観光施設・資源」の他、「歴史、商業施設」
等の「様々な特性をもつエリア」をもつ 

➤区域は、「様々な特性を持つエリア」をつなぐ中心に位置 
➤区域東側には、東西自由通路で連絡する商業・公共等の複
合施設「アーク諏訪」が立地 

 

 
 
 
 
【立地】 
➤「諏訪湖」「上諏訪温泉」の他、高島公園（高島城跡）や
昔ながらの歴史を感じる街なみや酒蔵等の観光施設・資
源が駅から徒歩圏に分散立地するなかで、滞在や来訪の
中心となるエリアが分かり難い 

 
 
 

土
地
利
用
・
機
能 

【土地利用】 
➤区域内の土地は、公的な機関３者（諏訪市・土地開発公社・
東日本旅客鉄道株式会社）が所有しており、土地の有効活
用がしやすい 

【機能】 
➤区域内に緑豊かで、市民活動で活用される柳並公園が立地 
➤区域東側には東西自由通路で連絡する「アーク諏訪」内に、子育
てや高校生の居場所となる公共施設「すわっチャオ」が立地 

【土地利用】 
➤駅前広場、駅舎・駅関連施設、法務局の他は、区域面積
約 23%が駐車場で低未利用となっている 

【機能】 
➤地域住民に身近な公園、オープンスペースが不足 
➤公民連携による活動が推進されるなか、市民ニーズが高い
自由に活用可能な空間や交流に供する空間が不足 

 

道
路
動
線 

【自動車ネットワーク】 
➤広域的な道路ネットワークの整備により諏訪湖スマート
インターチェンジから駅までの自動車のアクセス性向上 

【歩行者ネットワーク】 
➤区域周辺は、歴史的な道路やヒューマンスケール※で趣き
ある道路も多い 

【自動車ネットワーク】 
➤諏訪湖スマートインターチェンジ開通後のまちなか自動
車交通量の増加が懸念 

【歩行者ネットワーク】 
➤ウォーカブルを推進するなか、駅から特徴ある周辺エリ
アへのアクセス動線が不明瞭 

交
通
施
設 

 ➤鉄道により東西が分断されており、東西で施設規模、機
能に偏りがある 

➤東口は、朝夕の一般送迎が多く、自動車、歩行者ともに
交通量が多く、交錯が見られる 

➤西口に改札口がなく、東西連絡は改札外の東西自由通路
のみであるため東西のアクセスが不便 

➤周辺道路状況や新たなモビリティ需要の変化への対応 
➤交通事業者の担い手不足 
 

観
光 

➤諏訪エリアの 3駅（岡谷駅、下諏訪駅、上諏訪駅）で最も
諏訪湖に近く、西口は観光面でポテンシャルが高い 

 

➤諏訪湖花火大会が市内行事で一番の集客力があるが、駅
や駅から諏訪湖までが混雑（通常時の約 46倍） 

➤観光拠点等の案内が不足 
➤観光拠点等までの二次交通が不足 

景
観
資
源 

➤諏訪市民が誇る「諏訪湖」や「山なみ」を感じられる景観づくり 
➤徒歩圏内に「諏訪湖」や「上諏訪温泉」をはじめとする「観
光施設・資源」が立地し、特に諏訪エリアの 3駅で最も諏
訪湖に近い（再掲） 

 

➤諏訪の魅力の情報発信や案内の不足 
➤柳並公園を中心に区域全体の鳥のフンによる、衛生的、
景観的な問題 

 

 

 
現況の特性と問題点を踏まえ、基本構想検討にあたり必要な視点を整理します。 【特性と問題点図】 

柳並線からみた諏訪湖の眺望 

朝夕は通勤通学の歩行者が多く、 
部分的に歩行者と車両の動線が交錯 

◇区域に点在する駐車場 

柳並駐車場（西口） 

東口月極駐車場（東口） 

◇東口駅前広場 

駅前広場と東西自由通路 
自由通路は「アーク諏訪」とも連絡 

交通施設が占める駅前広場 
国道への出入口が多い 

◇西口駅前広場 

東西が鉄道で分断 
改札外の自由通路で東西を連絡 

ロータリー内への自動車出入規制に 
より、使えないアクセス路等がある 

 必要な視点 

必要な視点 

必要な視点 

必要な視点   

必要な視点 

必要な視点 

※ヒューマンスケール： 
道路幅や建物の高さ、視界に入るもののサイズが歩く人の視線の高さやスピード感にあっていて、落ち着く規模（上諏訪駅周辺まちなか未来ビジョンより引用） 
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「基本構想を検討するにあたり必要な視点」を踏まえ、上諏訪駅周辺地区がめざす「ミライ像（将来像）」と、その実現に向けた「ミライ方針（基本方針）」を以下に整理します。  

※本構想で用いる「資源」とは、経済的な利用対象としてだけでなく、豊かな自然環境、美しい景観、歴史、文化など、将来にわたって継承すべき地域固有の価値全体を指すものです。 
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現況特性や敷地形状、これまでの検討（検討委員会、ワークショップ、駅前エリアチャレンジ 2025）や、東日本旅客鉄道株式会社の提案による改札位置を踏まえ、将来目指すべきミライの機能・ゾーニング、空間・活用イメージを以

下に整理します。 
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6 基本構想の実現に向けた今後の進め方

基本構想の実現に向けては、交通事業者や民間事業者、周辺の事業者やお住まいの方、市民の皆さまなど、
多くの関係者の協力と連携が不可欠です。そのうえで、必要となる今後の進め方について以下に整理します。

また、今後の検討や事業の進捗に伴い、更に多くの課題が生じることも想定されます。基本構想でめざすミラ
イ像・ミライ方針を共通目標とし、発生した課題に関係各者が協力して取組んでいくことが重要です。

完成後の持続的な活用・運営に向けた検討・取組の推進

・自由に使える広場機能
・資源のショーケース機能

公民連携による
検討・取組の推進

・客観的データや技術的検証に基づく検討
・関係各者との調整・協議
・条件の変化に併せた事業展開の更新
・検討に伴い生じる新たな課題への適切な対応

・ゆとりある空間形成
・既存施設の更新にかかる適切な見直し検討

・周辺施設や各エリアでのまちづくり等との相乗効果の発揮
・隣接地での再編整備や周辺まちづくりへと波及させていく

ことに留意したデザインや機能等の検討
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事業化に向けた
検討の深度化

まち全体への波及と
取組の連携

時代の潮流や変化への
フレキシブルな対応


